
6
月
定
例
会
議 

一
般
質
問

◆ＢＫＣスポーツ健康コモンズ（立命館大学）
スポーツ健康コミュニティーを実現するための中核とな
る施設の現状等について調査

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

適
正
処
理
に
つ
い
て

　
「
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
（
１
９
６
８
年
）」
の
発

生
に
よ
っ
て
製
造
が
中
止
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ

塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
は
、
有
効
な
処
理
方
法
が
な

か
っ
た
た
め
、
各
事
業
者
は
取
り
外
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ

含
有
機
器
（
コ
ン
デ
ン
サ
・
蛍
光
灯
安
定
器
等
）

を
倉
庫
な
ど
で
保
管
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
の
採
択
を
受

け
、
日
本
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
特
別
措
置
法
が
制

定
さ
れ
た
も
の
の
処
理
は
進
ま
ず
、
平
成
24
年
の

政
令
改
正
を
経
て
、
処
理
期
限
が
平
成
39
年
3
月

ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
進
捗

状
況
か
ら
考
え
期
限
内
処
理
を
実
現
す
る
に
は
、

迅
速
な
対
応
を
取
ら
な
い
と
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

　
滋
賀
県
を
含
む
地
域
で
は
、
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
は
平
成
32
年
度
末
ま
で
に
、
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
平
成
38
年
度
末
ま
で
に
処
理

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
琵
琶
湖
環

境
部
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。
※
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
…
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
濃
度
が　

０・
５
％
を
超
え
る

も
の
。
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
…
０・５
％
以
下
。
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◆赤後寺（長浜市）
観音文化の魅力発信を行っている地域住民の方と県民参
画委員会を実施

◆県道大津能登川長浜線（東近江市）
今後の審議参考として工事概要進捗状
況について調査

◆県立伊吹運動場（米原市）
施設の概要運営状況およびホストタウンとしての
取組について調査

琵
琶
湖
環
境
部
長　
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
は
、
安
定
器
約
９
千
台
、
コ
ン
デ

ン
サ
76
台
、
ト
ラ
ン
ス
１
台
が
61
の
施
設
に
、
低

濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
、コ
ン
デ
ン
サ
２
５
３
台
、

ト
ラ
ン
ス
37
台
を
23
の
施
設
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
漏
れ

な
い
よ
う
ド
ラ
ム
缶
等
の
容
器
に
入
れ
て
保
管
中

で
す
。

県
立
高
校
や
滋
賀
県
警
察
本
部
が
保
管

し
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
分
別
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
半
数
以
上
が
非
Ｐ
Ｃ
Ｂ
製
品
と

判
明
、
処
分
費
用
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
事
実
を

踏
ま
え
、
税
金
で
賄
わ
れ
る
処
分
費
用
を
削
減
す

る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
県
で
保
管
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ

Ｂ
廃
棄
物
の
分
別
調
査
の
状
況
は
ど
う
か

琵
琶
湖
環
境
部
長　
各
施
設
に
て
、
電

気
関
係
の
技
術
者
や
廃
棄
物
関
係
の
専

門
業
者
に
委
託
、
も
し
く
は
職
員
自
ら
が
分
別
を

行
い
、
作
業
を
終
え
て
い
ま
す
。（
一
部
の
施
設
を

除
く
）

琵
琶
湖
環
境
部
長　
滋
賀
県
ニ
ホ
ン
ザ

ル
第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
悪
質
な
個
体
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
有
害
捕

獲
や
、
悪
質
な
群
れ
と
判
定
し
た
場
合
は
群
れ
の

半
数
ま
た
は
全
頭
捕
獲
を
行
う
な
ど
の
個
体
数
調

整
を
行
う
市
町
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
捕
獲
の
実
施
と
あ
わ
せ
て
、
県
に
よ
る
現
地

で
の
助
言
と
支
援
を
含
め
た
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

除
や
追
い
払
い
な
ど
総
合
的
な
対
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
獣
害
対
策
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

獣
害
対
策
に
つ
い
て

　
近
年
、
野
生
動
物
に
よ
る
農
業
被
害
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
知
恵
の
回
る
ニ
ホ

ン
ザ
ル
は
、
農
作
物
被
害
だ
け
で
な
く
、
人
里
に

下
り
屋
根
を
走
り
ま
わ
っ
て
屋
根
瓦
や
雨
ど
い
を

壊
し
、
家
屋
に
侵
入
し
て
食
料
や
室
内
を
荒
ら
す

生
活
被
害
の
ほ
か
、
常
に
サ
ル
に
襲
わ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
不
安
に
も
さ
ら
さ
れ
て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。

　
鳥
獣
害
被
害
が
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
っ

た
三
重
県
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
サ
ル
接
近
検

知
シ
ス
テ
ム
で
サ
ル
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
蓄
積
、

過
去
の
サ
ル
の
出
現
デ
ー
タ
や
人
的
・
環
境
要
因

な
ど
か
ら
サ
ル
の
出
現
予
測
を
行
っ
て
効
率
的
な

追
い
払
い
や
捕
獲
に
反
映
す
る
広
域
な
実
証
社
会

実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
里
に
居
着
い
て
山
に

帰
ら
な
い
「
里
ザ
ル
」
に
つ
い
て
は
全
頭
捕
獲
す

る
と
い
う
方
法
で
約
４
０
０
頭
を
捕
獲
し
、
6
年

間
の
社
会
実
験
で
農
作
物
被
害
は
８
割
～
９
割
減

少
、
サ
ル
問
題
を
ほ
ぼ
解
決
す
る
に
至
っ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
に
寄
り
添
っ
た
獣

害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
く
、
以
上
を

踏
ま
え
て
琵
琶
湖
環
境
部
長
に
お
伺
い
ま
す
。

県
の
各
機
関
が
保
管
・
管
理
し
て
い
る

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
な
ど
の
現
状
は

◆�蒲生スマートIC、湖東
三山スマートIC、小谷
城スマートIC視察

琵
琶
湖
環
境
部
長　
高
濃
度
の
安
定
器

約
７
万
台
、
コ
ン
デ
ン
サ
約
１
万
台
、

ト
ラ
ン
ス
３
台
。
低
濃
度
は
、
コ
ン
デ
ン
サ
約

１
千
台
、ト
ラ
ン
ス
３
１
８
台
。（
平
成
27
年
度
末
）

県
内
事
業
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
保
管

状
況
に
つ
い
て

琵
琶
湖
環
境
部
長　
高
濃
度
の
安
定
器

が
２
０
７
台
、
コ
ン
デ
ン
サ
71
台
。
低

濃
度
は
、
ト
ラ
ン
ス
１
２
１
台
、
コ
ン
デ
ン
サ
28

台
。（
平
成
27
年
度
末
）

県
内
事
業
者
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
製

品
の
現
状
に
つ
い
て

琵
琶
湖
環
境
部
長　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

期
限
内
の
適
正
処
理
に
向
け
て
、
説
明

会
や
広
報
に
よ
り
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
保
管

Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
に
関
す
る
民
間
の
認
識
が

ま
だ
ま
だ
低
い
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
適
正
処
理

の
民
間
事
業
者
へ
の
啓
発
に
つ
い
て
は
ど
う
か

琵
琶
湖
環
境
部
長　
　
平
成
23
年
度
末

現
在
１
２
５
群
、
約
８
千
頭
と
推
定
。

本
県
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
個
体
数
の
推
移
に

つ
い
て

琵
琶
湖
環
境
部
長　
平
成
27
年
度
の
捕

獲
数
は
５
４
４
頭
で
す
。

捕
獲
数
の
推
移
に
つ
い
て

琵
琶
湖
環
境
部
長　
平
成
28
年
度
に
は

約
２
千
６
百
万
円
と
、
ピ
ー
ク
時
と
比

較
し
て
約
４
分
の
１
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
農
業
被
害
額
の
推

移
に
つ
い
て

琵
琶
湖
環
境
部
長　
農
地
や
居
住
地
域

へ
の
出
現
回
数
や
被
害
の
発
生
頻
度
、

人
を
威
嚇
し
た
り
家
へ
の
侵
入
の
状
況
と
い
っ
た

サ
ル
の
行
動
な
ど
、
主
に
生
活
環
境
被
害
の
状
況

を
把
握
し
て
い
ま
す
。

農
作
物
以
外
の
被
害
の
把
握
状
況
に
つ

い
て

琵
琶
湖
環
境
部
長　
集
落
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
る
群
れ
に
つ
い
て
個
体
数

調
整
を
よ
り
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
町
に
よ
る
捕
獲
が
適
正
に
進
む
よ
う
に
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
全
体
と
し
て
サ
ル
の
生
息
頭
数
を
減

ら
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

琵
琶
湖
環
境
部
長　
出
荷
し
な
い
農
作

物
や
果
実
、
生
ご
み
を
放
置
し
な
い
な

ど
集
落
の
餌
場
と
し
て
の
価
値
を
下
げ
た
り
、
追

い
払
い
を
行
っ
た
り
、
集
落
に
寄
せ
付
け
な
い
環

境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
サ
ル
の
生
息
域
で
あ
る
森
林
の
環
境

整
備
と
し
て
、
放
置
さ
れ
た
人
工
林
に
適
切
な
間

伐
を
実
施
し
、
針
葉
樹
や
広
葉
樹
の
入
り
混
じ
っ

た
森
林
へ
誘
導
す
る
環
境
林
整
備
事
業
と
、
人
間

と
サ
ル
等
野
生
動
物
の
生
活
域
を
分
け
る
た
め
の

境
界
を
設
け
、
棲
み
分
け
を
図
る
た
め
、
里
山
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
よ
り
緩
衝
帯
の
整
備
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

現
在
の
生
息
環
境
の
整
備
状
況
に
つ
い

て琵
琶
湖
環
境
部
長　
平
成
30
年
度
に
予

定
し
て
い
る
次
期
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
許
可
要
件
の
取
り
扱
い
や
手
続
き
の
迅
速
化

も
含
め
、
他
府
県
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

市
町
に
よ
る
捕
獲
が
円
滑
、
効
果
的
に
進
む
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
重
県
の
対
策
を
参
考
に
、
次
期
管
理

計
画
に
反
映
し
て
ほ
し
い
が

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
で
の
処
理
費
用
は
、
他
の

廃
棄
物
よ
り
高
く（
１
kg
あ
た
り
３
０
，

２
４
0
円
）多
額
の
費
用
が
か
か
る
上
、
期
限
内
に

処
理
を
完
了
す
る
た
め
に
は
確
実
な
処
理
計
画
が

必
要
だ
が

琵
琶
湖
環
境
部
長　
　
高
濃
度
の
コ
ン

デ
ン
サ
や
ト
ラ
ン
ス
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

の
大
阪
の
事
業
所
で
、
安
定
器
等
は
北
九
州
の
事

業
所
で
、
低
濃
度
の
も
の
は
、
環
境
省
が
認
定
す

る
無
害
化
処
理
施
設
等
に
お
い
て
処
理
す
る
予
定

で
す
。

　
大
量
の
安
定
器
等
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
処
理
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
十
分
調
整
し
な
が
ら
、
期
限
内
に

処
分
が
完
了
す
る
よ
う
に
処
理
計
画
を
作
成
し
、

進
行
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
…
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株

式
会
社　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
事
業
を
行
う
政
府

全
額
出
資
の
特
殊
会
社

琵
琶
湖
環
境
部
長　
高
濃
度
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ

含
有
機
器
は
、
な
し
。
低
濃
度
の
Ｐ
Ｃ

Ｂ
含
有
機
器
は
、
ト
ラ
ン
ス
16
台
、
コ
ン
デ
ン
サ

８
台
が
使
用
中
。

県
立
施
設
に
お
け
る
使
用
中
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ

含
有
機
器
の
現
状
に
つ
い
て

琵
琶
湖
環
境
部
長　
こ
れ
ま
で
の
調
査

内
容
を
改
め
て
確
認
、
必
要
に
応
じ
て

追
加
の
調
査
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
全
数
の
確

認
に
漏
れ
が
無
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

過
去
の
調
査
で
確
認
済
だ
っ
た
蛍
光
灯

安
定
器
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
漏
洩
事
故
が
近

年
多
発
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
立
施
設
の

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
機
器
の
全
数
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

を
届
け
出
た
事
業
者
に
は
、
適
正
処
理
に
つ
い
て
の

指
導
等
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
県
内
の
自
家
用
電
気
工
作
物
の
設
置
事
業

者
に
対
し
て
実
施
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
機
器
の
保
有
の

有
無
に
つ
い
て
調
査
で
、
新
た
に
約
２
百
社
の
保
有

が
判
明
し
ま
し
た
。
回
答
の
あ
っ
た
事
業
者
に
対
し

て
は
、
法
律
に
基
づ
く
届
出
や
期
間
内
の
処
分
に
つ

い
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
環
境
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
小

規
模
事
業
者
な
ど
に
対
象
を
広
げ
た
調
査
も
実
施
予

定
で
す
。

平
成
14
年
度
と
比
べ
16
群
増
加
し
て
お
り
、
行
動
域

を
集
落
周
辺
に
拡
大
し
た
群
れ
も
複
数
み
ら
れ
ま
し

た
。
生
息
頭
数
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
現
在

調
査
中
で
す
。
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７
月
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
先
日
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。発
災
か
ら
約
１
か

月
経
っ
た
今
も
、被
害
の
復
旧
が
続
い

て
お
り
ま
す
。近
年
各
地
で
想
定
を
超

え
る
豪
雨
が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、

皆
様
方
も
災
害
へ
の
備
え
を
今
一
度

ご
確
認
く
だ
さ
い
。


